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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第113期

第１四半期連結
累計期間

第114期
第１四半期連結

累計期間
第113期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （百万円） 23,884 24,668 103,442

経常利益 （百万円） 898 600 3,656

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 398 338 484

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △4 128 4,021

純資産額 （百万円） 41,232 44,810 44,848

総資産額 （百万円） 72,608 81,552 82,408

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 4.85 4.12 5.89

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 55.1 53.6 53.0

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 657 415 4,872

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △2,491 △2,104 △8,223

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △331 △381 2,112

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 5,980 5,718 7,805

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しな

いため、記載しておりません。

４．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

５．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間の経済環境は、日銀の金融政策を背景とした円安、低金利及び原油安等、良好な企

業経営環境により、設備投資が増加するなど、景気は緩やかな回復基調を続けております。個人消費は、良好な企

業収益や人手不足に伴う雇用・所得環境の改善により、底堅く推移しております。

海外では、米国において景気回復が続いておりますが、欧州債務問題の動向や、中国はじめ新興国における景

気減速により、実体経済の先行きは予断を許さない状況が続いております。また、為替相場、資源価格の変動及び

地政学的リスクが与える収益への影響が懸念されております。
 
このような状況の中、当企業集団の売上高（外貨ベース）は、米国において増加しましたが、日本含めその他

地域において前年同期比減少しました。営業利益は、アジア及び中国において大幅な減益となりました。親会社株

主に帰属する四半期純利益は、為替損益の改善、法人税減少等がありましたが、前年同期比減益となりました。
 
この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は前年同期比784百万円増加し、24,668百万円（3.3%増）、営業

利益は468百万円減少し、379百万円（55.2%減）、経常利益は298百万円減少し、600百万円（33.1%減）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は61百万円減少し、338百万円（15.2%減）となりました。
 
　セグメントの業績は次のとおりであります。

　なお、連結子会社の当第１四半期連結累計期間の決算日は３月31日であり、連結財務諸表の作成にあたっては同

日現在の財務諸表を使用しております。ただし、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な

調整を行っております。該当するセグメントは、米国、欧州、アジア、中国、その他であります。

 

　セグメント
 
 

売　上　高 営　業　利　益

前第１四半
期連結累計

当第１四半
期連結累計

増減
増減率※

(外貨ベース)

前第１四半
期連結累計

当第１四半
期連結累計

増減
増減率※

(外貨ベース)

(百万円) (百万円) (百万円) （％） (百万円) (百万円) (百万円) （％）

　日本 13,598 12,736 △862 △6.3 △140 △178 △38 －

　米国 4,019 5,485 1,466 16.8 104 98 △6 △19.4

　欧州 839 639 △199 △15.4 △38 △110 △72 －

　アジア 3,380 3,650 271 △4.1 487 332 △154 △42.3

　中国 1,796 1,926 130 △8.2 372 221 △151 △49.1

　その他
　(含む消去)

250 228 △22 △8.9 63 16 △47 △74.5

　合計 23,884 24,668 784 △2.1 847 379 △468 △63.4

※表中の増減率（外貨ベース）は、海外売上の為替換算レート変動による差異を補正した場合の増減率です。
 
① 日本

自動車用売上高は、国内において軽自動車税引き上げに伴う駆け込み需要反動減の影響を受けましたが、輸出

向けの受注が増加したことにより、前年同期比僅かに増加しました。建設産業機械用売上高は、主要客先の中国及

び新興国向けの輸出減少に伴う受注減が影響し、大幅に減少しました。空調機器用売上高は、主要客先における生

産調整の影響を受けたことにより、減少しました。この結果、当該セグメントの売上高は、862百万円減少し、

12,736百万円となりました。

営業利益は、前年同期比38百万円減少し、△178百万円となりました。
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② 米国

自動車用売上高は、四輪市場の回復による主要客先の受注増加及び新規受注した機種の量産開始等が寄与し、

前年同期比大幅に増加しました。建設産業機械用売上高においても、新規受注した機種の量産開始により、増加し

ました。この結果、当該セグメントの円換算売上高は、為替要因もあり、1,466百万円増加し、5,485百万円となり

ました。

営業利益は、急激な受注増加に伴う人件費、運転費及び減価償却費の大幅増加等により、前年同期比6百万円減

少し、98百万円となりました。外貨ベースでは、前年同期比19.4％の減益となりました。

③ 欧州

自動車用売上高は、ロシアにおいて経済情勢悪化により、既存機種が得意先販売不振の影響を受けましたが、

新規受注機種の量産開始等が寄与し、前年同期比増加しました。空調機器用売上高は、チェコにおいて主要客先の

受注減が影響し、減少しました。この結果、当該セグメントの売上高は、前年同期比199百万円減少し、639百万円

となりました。

営業利益は、前年同期比72百万円減少し、△110百万円となりました。

④ アジア

自動車用売上高は、タイとインドネシアにおける景気落込みにより、前年同期比減少しました。建設産業機械

用売上高は、タイにおいて得意先の生産調整に伴う受注減により、減少しました。この結果、当該セグメントの売

上高は、外貨ベースでは前期比4.1％減少しましたが、為替の影響により271百万円増加し、3,650百万円となりま

した。

営業利益は、前年同期比154百万円減少し、332百万円となりました。外貨ベースでは、前年同期比42.3％の減

益となりました。

⑤ 中国

自動車用売上高は中国国内市場の低迷による受注減少により、前年同期比減少しました。建設産業機械用売上

高は、政府の公共事業抑制策による中国市場の低迷により、減少しました。この結果、当該セグメントの売上高

は、外貨ベースでは前期比8.2％減少しましたが、為替の影響により、130百万円増加し、1,926百万円となりまし

た。

営業利益は、前年同期比151百万円減少し、221百万円となりました。外貨ベースでは、前年同期比49.1％の減

益となりました。

⑥ その他

その他セグメントの売上につきましては、国内子会社において、前年同期比22百万円減少し、228百万円となり

ました。なお、その他の区分は、国内子会社における運送業等の事業活動を含んでおります。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末比2,087百万円減少し、

5,718百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同期比242百万円減少し、415百万円のプラスとなりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期比387百万円減少し、2,104百万円のマイナスとなりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期比50百万円増加し、381百万円のマイナスとなりました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、617百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 83,444,057 83,444,057
東京証券取引所

(市場第一部)

単元株式数

1,000株

計 83,444,057 83,444,057 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成27年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

されたものは含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 83,444,057 － 8,545 － 7,306

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　1,293,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 81,681,000 81,681 －

単元未満株式 普通株式   470,057 － －

発行済株式総数 83,444,057 － －

総株主の議決権 － 81,681 －

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

(自己保有株式)
株式会社ティラド

東京都渋谷区代々木
３丁目25－３

1,293,000 　－ 1,293,000 1.55

計 － 1,293,000 　－ 1,293,000 1.55

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,450 5,215

受取手形及び売掛金 19,426 20,218

電子記録債権 1,422 1,423

有価証券 492 692

商品及び製品 1,608 1,727

仕掛品 291 369

原材料及び貯蔵品 4,969 4,743

繰延税金資産 797 997

その他 3,084 2,992

貸倒引当金 △34 △35

流動資産合計 39,507 38,344

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,400 6,217

機械装置及び運搬具（純額） 12,892 12,821

土地 2,393 2,371

リース資産（純額） 230 203

建設仮勘定 4,475 4,879

その他（純額） 2,422 2,464

有形固定資産合計 28,815 28,958

無形固定資産   

その他 842 818

無形固定資産合計 842 818

投資その他の資産   

投資有価証券 10,321 10,480

長期貸付金 303 303

退職給付に係る資産 631 619

繰延税金資産 28 23

その他 1,991 2,038

貸倒引当金 △33 △33

投資その他の資産合計 13,243 13,431

固定資産合計 42,901 43,208

資産合計 82,408 81,552
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,555 13,417

短期借入金 6,333 5,311

リース債務 754 722

未払法人税等 350 295

未払費用 2,206 2,361

賞与引当金 1,259 684

役員賞与引当金 55 10

製品保証引当金 68 82

設備関係支払手形 125 143

その他 2,738 2,585

流動負債合計 27,447 25,615

固定負債   

長期借入金 5,225 6,195

リース債務 1,294 1,105

繰延税金負債 3,343 3,593

役員退職慰労引当金 7 －

退職給付に係る負債 26 31

資産除去債務 87 88

その他 126 112

固定負債合計 10,112 11,126

負債合計 37,560 36,741

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,545 8,545

資本剰余金 7,473 7,473

利益剰余金 22,290 22,464

自己株式 △403 △404

株主資本合計 37,906 38,079

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,165 2,247

為替換算調整勘定 2,875 2,635

退職給付に係る調整累計額 720 716

その他の包括利益累計額合計 5,761 5,600

新株予約権 39 38

非支配株主持分 1,140 1,092

純資産合計 44,848 44,810

負債純資産合計 82,408 81,552
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 23,884 24,668

売上原価 21,131 22,363

売上総利益 2,753 2,305

販売費及び一般管理費   

荷造及び発送費 276 278

給料及び手当 356 409

賞与引当金繰入額 135 126

役員賞与引当金繰入額 16 10

退職給付費用 22 20

福利厚生費 172 195

製品保証引当金繰入額 38 20

研究開発費 290 262

その他 595 602

販売費及び一般管理費合計 1,905 1,925

営業利益 847 379

営業外収益   

受取利息 30 26

受取配当金 101 123

持分法による投資利益 75 96

為替差益 － 8

その他 35 31

営業外収益合計 243 286

営業外費用   

支払利息 38 45

為替差損 99 －

投資事業組合運用損 0 17

貸倒損失 49 －

その他 4 3

営業外費用合計 192 65

経常利益 898 600

特別利益   

固定資産売却益 0 31

新株予約権戻入益 0 1

特別利益合計 0 32

特別損失   

固定資産売却損 － 2

固定資産除却損 26 11

課徴金等 103 ※１ 54

特別損失合計 129 68

税金等調整前四半期純利益 769 565

法人税、住民税及び事業税 265 221

法人税等調整額 90 21

法人税等合計 355 242

四半期純利益 413 322

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
15 △15

親会社株主に帰属する四半期純利益 398 338
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 413 322

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 227 82

為替換算調整勘定 △565 △282

退職給付に係る調整額 8 △4

持分法適用会社に対する持分相当額 △88 10

その他の包括利益合計 △418 △194

四半期包括利益 △4 128

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 45 176

非支配株主に係る四半期包括利益 △49 △48
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 769 565

減価償却費 995 1,276

退職給付費用 12 △0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △65 12

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 △7

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 1

賞与引当金の増減額（△は減少） △625 △574

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △61 △45

製品保証引当金の増減額（△は減少） 28 13

固定資産除却損 26 11

固定資産売却損益（△は益） △0 △29

課徴金等 103 54

受取利息及び受取配当金 △131 △149

支払利息 38 45

持分法による投資損益（△は益） △75 △96

売上債権の増減額（△は増加） △1,588 △839

たな卸資産の増減額（△は増加） △15 △28

仕入債務の増減額（△は減少） 1,444 △81

その他の流動資産の増減額（△は増加） △463 56

その他の流動負債の増減額（△は減少） 455 434

その他 △14 △16

小計 835 601

利息及び配当金の受取額 212 223

利息の支払額 △38 △45

法人税等の支払額 △257 △302

課徴金等の支払額 △94 △62

営業活動によるキャッシュ・フロー 657 415

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,843 △2,148

有形固定資産の売却による収入 2 126

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

貸付けによる支出 △362 －

その他 △288 △82

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,491 △2,104
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  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 212 △994

長期借入れによる収入 － 1,000

長期借入金の返済による支出 △31 △30

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △328 △164

その他 △183 △191

財務活動によるキャッシュ・フロー △331 △381

現金及び現金同等物に係る換算差額 △227 △16

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,392 △2,087

現金及び現金同等物の期首残高 8,372 7,805

現金及び現金同等物の四半期末残高 ＊１ 5,980 ＊１ 5,718
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号　平成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株

主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半

期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っており

ます。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　課徴金等

　米国独占禁止法の違反に関連する集団訴訟が、当社及びT.RAD North America,Inc.に対して、提起されており

ましたが、平成26年10月３日に上記原告との間で和解金額9.75百万米ドルとする和解の合意をいたしました。当

該和解金ついては、前第２四半期連結累計期間にて計上しております。

　また、欧州・カナダの行政または司法当局においては、現在、調査が進行中です。

　当第１四半期連結累計期間におきましては、当該調査関係費用を特別損失として計上しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

＊１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

現金及び預金 6,579百万円 5,215百万円

有価証券 392 692

　計 6,971 5,907

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △991 △188

現金及び現金同等物 5,980 5,718

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．配当に関する事項

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 328 4 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当第１四半期連結累計期間の期首より、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更したことに伴い、期首

の利益剰余金が510百万円減少しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．配当に関する事項

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 164 2 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）３

合計

 日本 米国 欧州 アジア 中国 計

売上高         

外部顧客への売上高 13,598 4,019 839 3,380 1,796 23,634 250 23,884

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

1,233 36 － 48 93 1,412 730 2,142

計 14,831 4,056 839 3,428 1,890 25,046 981 26,027

セグメント利益又は

損失（△）
△140 104 △38 487 372 784 65 850

（注）１．当社は、生産・販売体制を基礎とした当社・現地法人のセグメントから構成されており、「日本」、「米

　　　　　国」、「欧州」、「アジア」、及び「中国」の５つを報告セグメントとしております。

　　　２．各報告セグメントに属する主な国又は地域

　　　　　欧州……………チェコ・ロシア

　　　　　アジア…………タイ・インドネシア・ベトナム

　   ３．「その他」の区分は、報告区分に含まれない事業セグメントであり、運送業などを営む国内子会社の事業

　　　　　活動を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

　　主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 784

「その他」の区分の利益 65

セグメント間取引消去 △2

四半期連結損益計算書の営業利益 847

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）３

合計

 日本 米国 欧州 アジア 中国 計

売上高         

外部顧客への売上高 12,736 5,485 639 3,650 1,926 24,439 228 24,668

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

1,160 66 0 50 150 1,426 749 2,175

計 13,896 5,551 639 3,700 2,077 25,866 977 26,844

セグメント利益又は

損失（△）
△178 98 △110 332 221 363 49 413

（注）１．当社は、生産・販売体制を基礎とした当社・現地法人のセグメントから構成されており、「日本」、「米

　　　　　国」、「欧州」、「アジア」、及び「中国」の５つを報告セグメントとしております。

　　　２．各報告セグメントに属する主な国又は地域

　　　　　欧州……………チェコ・ロシア

　　　　　アジア…………タイ・インドネシア・ベトナム

　   ３．「その他」の区分は、報告区分に含まれない事業セグメントであり、運送業などを営む国内子会社の事業

　　　　　活動を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

　　主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 363

「その他」の区分の利益 49

セグメント間取引消去 △33

四半期連結損益計算書の営業利益 379

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4円85銭 4円12銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
398 338

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
398 338

普通株式の期中平均株式数（千株） 82,157 82,147

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため、

記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月６日

株式会社ティラド

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 向　出　　勇　治　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮　下　　　　毅　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ティ

ラドの平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２７年４月１

日から平成２７年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２７年４月１日から平成２７年６月３０日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四

半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ティラド及び連結子会社の平成２７年６月３０日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以 上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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